
research. Moreover, there are 

not only sufficient instruments, 

equipment and chemicals but also a 

great management system for using 

the facilities, including instrument 

training and a booking system which 

is good and convenient for us. The 

laboratory’s members also play 

an important role in our research 

environment. Since the students of 

Kansai University are pretty good at 

English, they can well support foreign 

students in many ways. Even though 

we could not understand Japanese 

at all at first when we started doing 

experiments, they were willing to 

teach us how to use equipment and 

how to synthesize polymers. They 

have never hesitated to help if we 

are in need. This friendship promotes 

language and cultural exchange 

between us. With our study abroad 

experience, we have gained many 

valuable insights and expanded our 

perspectives so we really appreciate 

the great opportunities to pursue our 

Ph.D. here with the good supporting 

scholarships from KUMP. 

It has been an honor to be Ph.D. 

students in the Department of 

Chemistry and Materials Engineering 

at Kansai University-one of the 

leading comprehensive universities 

in Japan. There are various student 

activities and services such as clubs, 

health care, a career center and 

athletic facilities. In the department, 

many professors are experts in the 

field of polymer materials, therefore 

they can effectively encourage our 

research and we have a variety 

of high-tech facilities for polymer 

プロジェクトメンバーの研究室では、海外からの学生
も日々研究に励んでいる。今回は、化学・物質工学分
野に所属する博士課程後期課程の留学生が、関西大学
の研究環境や自身の研究について紹介してくれた。

R e s e a r c h  
E n v i r o n m e n t

Name Susita Noree

Nick name Kim
Nationality Thai
Academic year
1st year-doctoral student
Research topic
Suppression of  thermal denaturation 
of  proteins via complexation with 
amphiphil ic poly(ethylene sodium 
phosphate)
Research Area
Polymeric materials for  biomedical 
applications

Name Duangkamol Dechojarassr i

Nick name Mol
Nationality Thai
Academic year
2nd year-doctoral student
Research topic
Util ization of  bio-material f ibers as 
adsorbents produced by the wet 
spinning technique
Research Area
Natural rubber composite, natural 
rubber latex, uti l ization of  alginate, 
uti l ization of  chitosan, electrospinning, 
wet spinning, hazardous waste treatment

杉本駿介さん

S U G I M O T O  S h u n s u k e

化学で生
体に迫る

面白さを
知った

●どのような研究をしているのですか？

細胞表面に存在する糖鎖を人工的に改
変することによって、生きた細胞が本来
有していない機能を付与する研究をして
います。具体的には、免疫細胞を用いた癌
治療の研究に取り組んでいます。核酸ア
プタマーという特殊なDNA（癌細胞の
表面にある物質に対して結合能力を持っ
たDNA）を免疫細胞表面の糖鎖に修飾
し、癌細胞を特異的に認識・捕捉する機
能を付与することで、免疫細胞を用いた
癌治療の応用につながると考えています。
●この研究を始めたきっかけは？

細胞を高度なマテリアルとして捉え、
自ら合成した分子で生きた細胞を操作
し、難治疾患治療に応用する研究を展
開している岩﨑先生の研究室に入りまし
た。DNAに限らず様々な高分子を用い
て細胞に新しい機能をもたせる研究は、

その設計と検証の過程が楽しく、化学で
生体に迫る面白さを知りました。細胞資
源が充実してきたこともあり、細胞を用
いた治療が今後ますます重要になること
は間違いありません。
●研究を通して得たものはありますか？

私は体が弱かったこともあり、「モノ
づくり×治療」で医療に関わる研究がで
きたら、という気持ちは常にありました。
現在は他大学の医学部の先生とも共同研
究を進めており、先生方とお話をする中
で、医用材料の開発には様々なバックグ
ラウンドを持つ方々と連携する重要性を
感じています。専門分野外の学会に参加
して積極的にコミュニケーションをとる
ようにもなりました。この研究に対する
客観的な評価を知ることは大事だと思い
ますし、研究以外の場面でも視野を広く
持とうと意識しています。

学生紹介　K U M P な

●どのような研究をしているのですか？

田村先生の研究室で、キトサンを原料
に新たな材料を開発しています。キトサ
ンはカニやエビの殻からとれる天然の生
体材料で、体に入れても毒性がないため、
医用材料としても使うことができます。
これまでに、人工硬膜（硬膜：脳の髄膜
のうちの一層）や抗菌性の縫合糸などを
作ってきており、現在は歯科材料にも使
えるゲルの開発を行っています。
●研究への取り組み方は？

私はこれまでキトサンを軸に、8 テー
マの研究に取り組んできました。新規テー
マへの取り組みには困難が伴いますが、
新たなことに挑戦できるのは楽しく、自
分に合っていると思います。
修士（博士課程前期課程）のとき、研

究が半年ほど行き詰まってしまったこと
がありました。特殊な重合方法を使って
素材を作るもので、大学の中でその方法

に詳しい人がおらず、とにかく様々な論
文を読んでは試しました。なんとか成功
に繋げることができましたが、あのとき
は本当にどうしようかと思いました。研
究はうまくいかないことの方が多いので
すが、その分、新しい発見や行き詰まって
いた実験の進展があると心が踊ります。
●将来はどんな道を考えていますか？

私は前期課程を修了してから一度就職
しました。大学に戻ってきたのは、もっと
研究を続けたかったという気持ちがあった
からです。後悔しないようにチャレンジし
ようと思い、様々な出来事が重なって転機
が訪れ、今に至ります。今後の一番の目標
は、研究者として研究に取り組み続けるこ
とです。チャレンジしたからには、研究の
道を選んでよかったと思えるように努力し
続けよう、と思います。

研究の道を選ん
でよかったと思

えるように

河本大毅さん

K O M O T O  D a i k i

人
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